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水土里

第６５号 メールマガジン
メールマガジン「水土里」とは？
静岡県内の基盤整備や施設点検の状況、

農業農村整備に関する研修会等に関する
情報をお知らせしています。

Ｗｅｂページはこちら↑

【採用】大学生が農地局の仕事を視察・体験しました！
静岡県庁では、未来の農業土木職を担う学生を対象に、

インターン実習生の受け入れを行っています。

今回のインターンシップでは、県内外の大学から7名
の実習生が参加し、志太榛原農林事務所管内と中遠農林
事務所管内の現場見学や実務体験をしました。

実習生たちは農業農村整備が地域の農業や暮らしにど
のように貢献しているかということや、農業用水の仕組
みや重要性を、現地での説明や視察を通じて深く理解す
る機会となりました。

実務体験では職員が行っている業務の補助を行いまし
た。業務を通し、行政が農業農村整備とどのように関
わっているか学びました。

今後も農地局では、インターン実習生の受け入れを通
じて、若い世代が農業土木の魅力に触れ、農業農村整備
への理解を深められる取り組みを積極的に進めていきま
す。

中遠農林事務所 農地防災課 0538-37-2295

農村計画課 0538-37-2290

水土里

第７７号 メールマガジン
メールマガジン「水土里」とは？
静岡県内の基盤整備や施設点検の状況、

農業農村整備に関する研修会等に関する
情報をお知らせしています。

Ｗｅｂページはこちら↑

令和７年９月１６日発行

県庁

各種SNSもチェック！
Instagram Ｘ Facebook

農地局農地計画課 054-221-2723

中遠
【ストマネ】磐田原用水の除塵設備の更新が完了しました！

県営かんがい排水事業で整備された磐田原用水
は、天竜川船明ダムから水を引いて、磐田原台地
に農業用水を供給しています。用水に混入したゴ
ミや塵などを、除塵設備でろ過することで、きれ
いな水に変えて供給しています。

磐田原用水の除塵機は長期間の使用により老朽
化が進んでいたため、「豊田畑かん地区」として
更新工事が行われていました。

8月28日に更新工事がすべて完了し、新しい除
塵設備からきれいな用水が、８１．３haの受益地
に送り届けられるようになりました。
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【学会】農業農村工学会で職員が発表を行いました！

９月３日に宇都宮大学で行われた第74回農業農村

工学会大会講演会で、東部農林事務所 鈴木大貴主

任が「沼津市内浦重須地区 非農用地創設による高

台移転用地確保の取組」という題目で発表を行いま

した。

本テーマは、沼津市内浦重須地区で実施した畑地

帯総合整備事業において、県・市等の関係機関と地

元自治会・移転希望者・農業者が連携し、高台移転

地を非農用地として創設した取組と経過を報告した

ものです。

他にも、農地局農地計画課 志田主査が「農業水

利施設における簡易な遠隔監視カメラの導入効果検

証」という題目で発表を行っています。

静岡県では今後も、農業農村整備の発展のため、

研究活動にも邁進していきます。

東部農林事務所農地整備課 055-920-2175

農地局農地計画課 054-221-2723

【基盤整備】岩手県の職員が三ヶ日の

基盤整備実施地区の視察に訪れました
先月号に記載した「三ヶ日みかん」の産地の浜松

市浜名区三ヶ日町で行っている、樹園地を平坦化す
る農地造成事業を、岩手県北上農村整備センターの
職員の方々が先進地視察の一環としてやってきまし
た。

岩手県では果樹園の区画整理事業を計画している
とのことであり、三ヶ日町の工事規模や重機の大き
さに大変驚かれていました（重機は2.0m3クラスの
バックホウや一度で10ｔダンプ3杯分を運搬できる
ダンプトラックを使用しています）。

静岡県としても、地域特性の異なる農業農村整備
事業を行う方から貴重な意見を伺うことができ、大
変参考になる良い機会となりました。

今後も、他県からの現場訪問の受入れや自らが他
県に訪れ、農業農村整備に係る情報を収集していき
ます。

西部

東部
・
県庁

西部農林事務所農村計画課 053-458-7224


